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暦の上では春になりましたが、冷え込む日も多く、体調を崩しやすい時期ですね。 

忙しい日々かと思いますが、温かい飲み物でも飲んで、心と体を大切に過ごしてくださいね

＊ 

さて今回は、進学を控えた時期に役立つ貸付金や、給付型の奨学金、楽器作り体験やおしゃ

べり座談会の情報をお届けします。 
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【1】ひとり親家庭「福祉資金貸付～就学支度資金・修学資金～」 

（岡山市こども福祉課） 

４月から高校や大学などに進学されるご家庭では、 

サクラサクうれしい報告と一緒に、入学のための納入金の通知が届き、 

予想外に多くて戸惑っておられる家庭もあるのではないでしょうか。 

母子家庭、父子家庭を対象とした福祉資金貸付制度があります。 

福祉資金には医療介護資金、住宅資金、転宅資金などいろいろな種類の貸付金がありますが、

最も多くの方が利用しているのは、子どもの教育にかかる資金です。 

今回は「就学支度資金」「修学資金」について概要を紹介します。 

●就学支度資金 

学校への入学に必要な資金を次の額を上限に必要額を貸し付けます。 

ア）大学・短大・高専・専修学校（専門課程） 

国公立：自宅通学 42 万円以内、自宅外通学 43 万円以内 

私立：自宅通学 58 万円以内、自宅外通学 59 万円以内 

イ）高校・専修学校（一般課程・高等課程） 

国公立：自宅通学 15 万円以内、自宅外通学 16 万円以内 

私立：自宅通学 41 万円以内、自宅外通学 42 万円以内 

ウ）その他、小学校、中学校、大学院などもあります。 

●修学資金 

修学に必要な資金を、次の上限額から授業料減免及び給付型奨学金に相当する額を引いた

額を貸付限度額として貸し付けます。 

ア）大学 



国公立：自宅通学月額 71,000 円以内、自宅外通学月額 108,500 円以内 

私立：自宅通学月額 108,500 円以内、自宅外通学月額 146,000 円以内 

イ）短大 

国公立：自宅通学月額 67,500 円以内、自宅外通学月額 96,500 円以内 

私立：自宅通学月額 93,500 円以内、自宅外通学月額 131,000 円以内 

ウ）高校・専修学校（高等課程） 

国公立：自宅通学月額 27,000 円以内、自宅外通学月額 34,500 円以内 

私立：自宅通学月額 45,000 円以内、自宅外通学月額 52,500 円以内 

エ）その他、専修学校（専門課程）、高専、専修学校（一般課程）、大学院などもあり、それ

ぞれ限度額が違います。 

※前年度所得が、682 万円以上の場合は限度額が違います。 

●貸付額 

保護者と子どもさん本人とで返済していただく貸付です。 

給付型奨学金など返済不要の資金を検討し、なお不足する資金について、返済可能な必要額

の貸付をご相談ください。 

●利子・返済期間等 

・いずれも無利子 

・卒業後６か月経たのち、3 年～10 年以内（貸付種別、貸付期間によって償還期間の上限が

違います）に返済 

●問い合わせ・申し込み 

各福祉事務所の母子父子自立支援員まで（電話で予約して来所ください） 

北区中央福祉事務所 086-803-1824 

北区北福祉事務所  086-251-6521 

中区中福祉事務所  086-901-1234 

東区東福祉事務所  086-944-0131 

南区西福祉事務所  086-281-9652 

南区南福祉事務所  086-261-7127 

★申請から貸付まで一か月程度かかるので、必要な方はできるだけ早くご相談ください。 

※参考 岡山市ホームページ https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000010949.html 
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【2】低所得者世帯支援制度「生活福祉資金貸付～教育支援資金～」 

（岡山市社会福祉協議会） 

生活福祉資金貸付制度には、岡山市在住の、低所得世帯、障害者世帯、高齢者世帯を対象に

目的に応じた各種貸付制度があります。 

その中で、子どもの教育にかかる貸付の「教育支援資金」をご紹介します。 

https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000010949.html


※ただし、他制度の利用が可能な方はそちらが優先となります。 

教育支援資金とは、 

低所得世帯の子どもが、高等学校、大学、高等専門学校などに就学、あるいは入学の際に必

要な経費として貸付けるものです。 

●種類 

〈教育支援費〉 

高等学校、大学、高等専門学校など在学中に必要な経費を以下の額を上限に必要な額を貸付

けます。 

ア．高等学校：月額 3.5 万円以内 

イ．高等専門学校：月額 6 万円以内 

ウ．短期大学（専修学校専門課程を含む）：月額 6 万円以内 

エ．大学：月額 6.5 万円以内 

オ．アからエにつき、特に必要と認める場合に限り、貸付上限額の 1.5 倍まで貸付可能 

〈就学支度費〉 

高等学校、大学、高等専門学校などに入学する際の経費を以下の額を上限に必要な額を貸付

けます。 

50 万円以内 

●返済 

貸付利子：いずれも無利子 

措置期間：卒業後 6 ヵ月以内（7 ヵ月目から返済開始） 

償還期間：措置期間経過後、20 年以内で岡山県社会福祉協議会が決定した期間（貸付の金

額や期間によって決定） 

●問い合わせ、申し込み 

岡山市社会福祉協議会 寄り添い支援課 生活福祉資金相談室 

086-231-8228（電話で予約してから来所してください） 

★申請から貸付まで一か月程度かかるので、必要な方はできるだけ早くご相談ください。 

※参考 岡山市社会福祉協議会ホームページ貸付制度 

https://www.okayamashi-shakyo.or.jp/help/lending_facility/ 
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【3】新大学１年生向け給付型奨学金＜選考＞〔全国情報〕 

（一般財団法人キーエンス財団） 

2026 年度の奨学生を募集します。 

2026 年度より内容が大幅に拡充され、月額 12 万円を 4 年間給付します。返済は不要です。 

●応募資格 以下のいずれの各項にも該当する者 

・2026 年 4 月に日本の大学に入学する者 

https://www.okayamashi-shakyo.or.jp/help/lending_facility/


（4 年制の学部・学科生に限る。ただし通信教育課程及び夜間学部生、並びに留学生を除く。） 

・2026 年 4 月 1 日現在、20 歳以下である者 

・経済的な支援を必要とする者 

●給付金額 月額 12 万円（年額 144 万円） 

●給付対象期間 2026 年 4 月～2030 年 3 月（最短就業年限） 

●募集 1,500 名程度 

●締切 4 月 3 日（金）10:00 

●応募方法 

財団ホームページからの直接応募（高校や大学を通じての推薦応募ではなく、学生ご自身か

らの応募となります） 

https://www.keyence-foundation.or.jp/scholarship01/ 

以下の募集要項を必ずご確認ください。 

https://www.keyence-

foundation.or.jp/elements/pdf/2026/application_requirements_2016_01.pdf 

●問い合わせ 一般財団法人キーエンス財団 

ホームページよりお問い合わせください。 
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【4】「ハブラボキッズ」～海の楽器をつくろう～＜抽選＞ 

（就労継続支援 A 型事業所ありがとうファーム） 

チラシはこちら 

ハブラボ kids は、自分で「やりたいことを決め」「どうやったらできるか」を仲間たちと考

える実験室です。 

毎月５名まで、参加費無料でご招待します！ 

今回は「カキパイプ」を使って、素敵な海の楽器をつくってみます＊ 

●内容 

10:30～12:00（ぼうけんの時間） 

カキを育てるために使うカキパイプで、楽器をつくろう。 

カキのことをよく知っている先生が来てくれるよ！ 

12:00～12:30（ごはんの時間） 

お昼ご飯を持ってきてハブラボで食べても、近くにランチに行っても OK 

12:30～14:30（はつめいの時間） 

木、布、金属、絵具…何を作りたいか一緒に考えながら作ります。 

●対象 おかやま親子応援メールにご登録家庭の 5 歳以上のお子様 

（今回、寄付があってのご招待となっているため、感想のアンケートにご協力いただけるご

家庭） 

https://www.keyence-foundation.or.jp/scholarship01/
https://www.keyence-foundation.or.jp/elements/pdf/2026/application_requirements_2016_01.pdf
https://www.keyence-foundation.or.jp/elements/pdf/2026/application_requirements_2016_01.pdf
https://okayama-oyako.com/wp-content/uploads/2026/02/%E3%83%8F%E3%83%96%E3%83%A9%E3%83%9C2%E6%9C%88%E5%8F%B7.png


※未就学児は保護者同伴、小学生は来場後一人での参加も OK です。 

●日時 2 月 28 日（土）10:30～14:30（受付開始 10:15） 

※お昼は持参をお願いします。近くにランチに行っても OK です。 

●場所 ありがとうファーム ギャラリー＆カフェ内ハブラボ（北区表町 2 丁目 6-43） 

●参加費 無料（通常は 2000 円） 

●定員 5 名（応募多数の場合は抽選） 

●お申し込みフォーム 

https://www.charity-santa.com/project/rudolf/okayama-taiken/habulabokids/ 

●締め切り 2 月 8 日（日） 

※抽選結果は 2 月 13 日（金）までに【当選者】と【落選でも結果を希望する方】にご連絡

いたします。 

※障がいがあるお子様もご利用いただけます。 

必要な配慮（聴覚過敏・自閉症で初めての場所が苦手・車椅子利用など）がある場合備考欄

にご記入ください。 

●問い合わせ 

＜申し込みに関すること＞ NPO 法人チャリティーサンタ 

メール rudolph@corp.charity-santa.com 

＜企画・参加に関すること＞ ありがとうファーム 

電話 086-953-4446（担当：深谷） 
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【5】ひとり親家庭＊公認心理師とのおしゃべり座談会 

（岡山市ひとり親家庭福祉会） 

お子さんのこと、人間関係のこと、 

自身のメンタルヘルスについて等 

日々の気になることを一人で抱え込まないで 

誰かに話してみませんか。 

公認心理師を囲んでのおしゃべり座談会を開催します。 

●日時 2 月 15 日（日）13:00～15:00 

●場所 きらめきプラザ 2 階ゆうあいセンター６号室（北区南方 2-13-１） 

●申し込み 2 月 11 日（水）までに次のフォームから 

https://forms.gle/EDRv9t34crQGR3KNA 

※当日、キャンセルや体調不良で欠席の場合は、メールにてお知らせください。 

●お問い合わせ 一般社団法人 岡山市ひとり親家庭福祉会 

電話 086-230-3803（火・木曜日は 10:00～15:00 日曜日は 11:00～16:00） 

※上記以外は留守番電話なので次のメールでご連絡ください。 

https://www.charity-santa.com/project/rudolf/okayama-taiken/habulabokids/
https://forms.gle/EDRv9t34crQGR3KNA


メール ok.boshikai@gmail.com 

  

  

. 

＊イベント情報や子育てお役立ち情報＊ 

「こそだてぽけっと」はこちら 

https://www.city.okayama.jp/kosodate/index.html 

. 

  

●掲載内容の中止や延期について● 

天候や災害、その他事情により中止や延期、あるいは内容が変更になる場合があります。主

催者等へご確認ください。 

●メールアドレスの変更について● 

「おかやま親子応援メール」を受け取るメールアドレスを変更したい場合は、 

変更前のアドレス・変更後のアドレスを添えて 

事務局「okayama.oyako@charity-santa.com」までご連絡ください。 

 

https://www.city.okayama.jp/kosodate/index.html

